
第１号議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平 成 ２３ 年 度 事 業 報 告

平成２３年６月１４日（火）東京都中央区・八重洲富士屋ホテルにおける第８回定時社員総会で決定された平成２３年度事業計画に基づき実施した事業について下記のとおり報告いたします。

平成２３年度基本方針と活動
１． RMKマーク認定新基準の平成24年度本格導入に向けた工場指導をメイン施策とする。
・改善が望まれる工場指導の強化とそれに伴う予算投入
・品質管理の為の会員工場支援ツール作成と情報提供を継続

２．冷凍めんの普及・啓発を図るとともに、RMK認定マーク制度の認知度向上など協会の取り組みを訴求する。
◎冷凍めんの美味しさと価値を訴求する為に、話題喚起も図りながら、バランスの取れたプロモーションを実施する。
・話題喚起：南青山ファーマーズマーケットでのイベント、チーズ普及協議会とのタイアップ、管理栄養士とのタイアップレシピ開発。
・バランス：業務用と市販用、首都圏と地方、うどんのみならず、他の品目、主婦のみならず、学生へのバランスを考えた活動。

Ⅰ．組織の概況について
１、会　員　数　　（平成２４年３月３１日現在）
　　　　計　１３８事業所
　　　　　一般会員
　　　　　　Ａ会員　２２（冷凍めんの製造を行わない全麺連傘下会員並びに組合員）
　　　　　　Ａ’会員　１１（冷凍めんの製造を行わない全麺連傘下会員）
　　　　　　Ｂ会員　２０（冷凍めんの製造販売を行う全麺連傘下会員並びに組合員）　　　　　　　　　
　　　　　　Ｃ会員　５７（その他、冷凍めんの製造販売を行う企業） 
　　　　　特別会員　　３（理事会において定める企業）
　　　　　準会員　　２５（冷凍めんに関する機器資材企業）　　　
　　　　　本年はＡ会員１社減、Ａ´会員２社減、Ｂ会員１社減、Ｃ会員２社減、準会員３社増と総数で３社減となった。
　　　　
２、役　員　数
　　　理　事　１４名（会長１名、副会長５名、専務理事１名、理事７名）
　　　監　事　　1名

３、役　員　名
　　　＜役員名＞　　　　　　　　　　　　（所属会社の役職は平成２４年３月３１日現在）　　
会　長　　　　　　木下紀夫　（きのした　のりお）
（シマダヤ株式会社代表取締役社長）
副会長・会長代行　木林靖治　（きばやし　やすじ）
（株式会社キンレイ代表取締役社長）
　副会長　　　　　　安田征伍　（やすだ　ゆきかず）
（全国製麺協同組合連合会会長）
同　　　　　　　山田良一　（やまだ　りょういち）
（テーブルマーク株式会社取締役会長）
同　　　　　　　左山　実　（さやま　みのる）
（日清製粉株式会社専務取締役）
同　　　　　　　大澤吉男　（おおさわ　よしお）　
（日本製粉株式会社取締役専務執行役員）
　専務理事　　　　　那須保信　（なす　やすのぶ）
（シマダヤ株式会社人事・総務部所属）
会計担当理事　　　月崎　暁（つきざき　さとる）
（フレッシュ・フード・サービス株式会社代表取締役社長）
同　　　　　　　近藤英次　（こんどう　えいじ）
（東洋水産株式会社常務取締役）
理事　　　　　　　友政　克己（ともまさ　かつみ）
（日清食品冷凍株式会社代表取締役社長）
　同　　　　　　　西山隆司　（にしやま　たかし）
（西山製麺株式会社代表取締役社長）
　同　　　　　　　野口和孝　（のぐち　かずたか）
（マ・マーマカロニ株式会社代表取締役社長）
理事・相談役　　　新倉英隆　（にいくら　ひでたか）
（オリエンタル酵母工業株式会社顧問）
理事・相談役　　　米澤　實  （よねざわ　みのる）
（ヤマヨ株式会社代表取締役会長）
監　事　　　　　　宮田一正（みやた　かずまさ）
（日本リッチ株式会社代表取締役社長）
　　　　



Ⅱ．主な会議、委員会等の開催と審議事項
　　
１、社員総会
第８回定時社員総会　平成２３年６月１４日（火）
東京・　八重洲富士屋ホテル
　　　第１号議案から第５号議案まで異議なく承認可決された。
（１）第１号議案　平成２２年度事業報告承認の件
（２）第２号議案　平成２２年度決算報告承認の件
（３）第３号議案　平成２３年度事業計画決定の件
（４）第４号議案　平成２３年度収支予算決定の件
　　　　　－収入の部、支出の部　８４,１１１，２６２円
（５）第５号議案　一部役員改選の件
　　　　　　
２、理事会
　　（１）第１回：平成２３年５月１９日（木）東京・全麺連会館　４階会議室
　① 第８回定時社員総会提出議案について
②新規入会の承認（準会員３社）
③東北復興キャンペーン参加について
④夏季節電１５％について
　　（２）第２回：平成２３年９月２１日（水）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　① 平成２３年度技術委員会、情報委員会施策経過報告
　　　　　　　②市場規模の推定値と実地調査実施の承認
（３）第３回：平成２４年３月１５日（木）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　①技術委員会活動平成２４年度施策について
　　　　　②情報委員会活動平成２４年度施策について
　　　　　③役員改選について
　　　　　④市場規模調査の中間報告

３、会計監査会　平成２３年５月１９日（木）東京・全麺連会館　５階会議室
　　　　　　平成２２年度事業報告、財産目録、貸借対照表および損益計算書の監査

４、技術委員会
　　（１）第１回：平成２３年４月１５日（金）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　①平成２３年度施策の会員支援策について
　　　　　　　・アレルゲン管理について
　　　　　　　・PRP,OPRP等の手順書ひな形作成について
　　　　　　　・冊子作成内容の検討
　　　　　　　②平成２３年度RMK施設衛生工場監査の進め方について
　　　　　　　③平成２３年度セミナー・海外研修等の検討
　　（２）第２回：平成２３年７月１４日（木）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　  ①アレルゲン管理のまとめ確認作業について
　　　　　　　　　 ②手順書ひな形の内容確認
　　　　　　　　　 ③その他施策の進捗報告
　　　　　（３）第３回：平成２３年１０月１４日（金）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　　　　①平成２３年度RMK施設衛生工場監査の進捗報告
　　　　　　　　　　②日本冷凍めん協会ＨＰ上掲載のアレルゲン管理・手順書ひな形確認
　　　　　　　　　　③勉強会の開催日、内容について
　　　　　　　　　　④平成２３年度活動施策進捗と来年度施策討議
　　　　　（４）平成２３年１２月１２日（月）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　　　◎技術委員会事務局会と監査員（ULASGJ）の平成２３年度監査報告会
　　　　　　　　　　①各工場ごとの監査報告
　　　　　　　　　　②各工場の状況の討議
　　　　　　　　　　③平成２４年度の工場検査の方向性についての意見交換
　　　　　（５）第４回：平成２４年２月９日（木）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　　　◎平成２４年度の活動について方針と具体的な施策について
　　　　　　　　　　①平成２４年度RMK施設衛生工場監査について
　　　　　　　　　　②定期製品検査と工場への衛生指導（検証検査支援）について
　　　　　　　　　　③勉強会の年３回開催と検証検査の支援策としての考え方について
　　　　　　　　　　④セミナー・海外研修について

　　　５、情報委員会
　　　　　（１）第１回：平成２３年４月５日(火) 東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　　　◎平成２３年度活動方針と施策について
　　　　　　　　　　①10/10冷凍めんの日イベントと支援ツール作成
　　　　　　　　　　②レシピコンテストの実施とレシピ開発について
　　　　　　　　　　③冊子作成と今年度のHP改善について
　　　　　　　　　　④市場規模推定による公表数値の見直しについて
　　　　　　　　　　⑤その他、チーズフェスタへの参加、年明けうどん等広報活動について
　　　　　（２）第２回：平成２３年７月２０日(水) 東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　　　　①「冷凍めんの日10/10」、「チーズフェスタ11/11」のイベント
　　　　　　　　　　・10/8,9及び11/11,12の催し物内容について確認
　　　　　　　　　　・冊子、プレゼント企画（東北支援キャンペーン）と応募はがき、
ポスターの確認
　　　　　　　　　　②レシピコンテスト及び開発メニューの報告とイベントへの連携検討
　　　　　　　　　　③冷凍めん意識調査内容の確認
　　　　　　　　　　④市場規模の公表数値について、調査の実施と方法内容検討
　　　　　（３）第３回：平成２３年１１月３０日（水）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　　　　①「冷凍めんの日10/10」等イベントの報告
　　　　　　　　　　・実施報告と支援ツール、冊子等の配布、利用状況の報告
　　　　　　　　　　②日本冷凍めん協会ホームページについて
　　　　　　　　　　・ホームページ、一般サイト、会員限定サイトへのアクセス数報告
　　　　　　　　　　③市場規模調査の方法、内容事務局案についての確認
　　　　　　　　　　④来年度に向けての冷凍めん普及、啓蒙活動について討議
　　　　　　　　　　・平成２４年度へ向け、施策ごとの意見を事務局に上げることを決定
　　　　　（４）第４回：平成２４年２月１７日（金）東京・全麺連会館　４階会議室
　　　　　　　　　◎各委員の意見を事務局会でまとめ２４年度活動方針、施策を討議
　　　　　　　　　　①冷凍めん協会、ＲＭＫマークの認知度アップと会員支援
　　　　　　　　　　②ホームページ改善と利用
　　　　　　　　　　③レシピ開発
　　　　　　　　　　④「冷凍めんの日10/10」等イベント
　　　　　　　　　　⑤社会貢献と広報、東北支援、その他
　　　　　　　　　　⑥Ｈ23年度市場規模調査の結果についての検討

.　Ⅲ．ＲＭＫ認定マークの品質保証制度の推進活動について
１、認定工場施設衛生検査実施　
（１）工場検査の実施
①平成２３年度は、平成２１年度改定した新基準で工場検査を実施した
評価もそれに則り実施、但し不適合は付けず、工場へは問題提起し
改善実施しに繋げた。
②ランクアップが期待される工場、問題を抱える工場等１６工場につい
ては、今回初めて年２回の工場検査を実施し、多くの工場がレベルア　ップできた。
次年度新基準の本格導入にあたっては１回目の工場検査で不適合
或いはそれに準ずる内容が指摘された場合、年度内に２回目の工場検
査を受けて頂くことへの対応も出来た。
　　　（２）製品一斉検査事業について　
　　　　　　   ①製品検査は、夏場と春先の２回実施した。
　　　　　　   ・項目：一般生菌数、大腸菌群、大腸菌、黄色ブドウ球菌
　　　　　　　　　：食味、形態、重量
　 ②平成２３年（7～8月）の検査結果
　　・５５企業、１３８検体
　　・大腸菌群の陽性率が前年より２検体増加の１６検体、一般生菌数
300以下の1％減少と10000以上の前年比３％増加の６％を占め
悪い結果であった、基準内であっても全体的に菌数が多い傾向にあ
り、節電要求の為の稼働ラインを絞っての効率化生産による、１ラ
インの連続稼働時間増の影響が出たのではないかと予測される。
大腸菌、黄色ブドウ球菌はすべて陰性であった。
                ・３検体が内容量過少で計量法違反であった。
　　　　　　　 ③平成２４年（2～3月）の検査結果
　　　　　　　　・５５企業、１３９検体
　　　　　　　　・大腸菌群の陽性率は昨年より１検体減少し８検体、一般生菌数は
　　　　　　　　　３００以下７０％、1000未満８９％と前年と同レベルかやや良い状
　　　　　　　　　況であった。
　　　　　　　　　大腸菌、黄色ブドウ球菌はすべて陰性であった。
　　　　　　　　・その他検査項目についても問題はなかった。

２、品質保証体制構築に向けての会員企業への支援
　　     ①「手順書のひな形」・「製麺におけるアレルゲン管理について」を作成し、会員向けホームページに掲載
②ホームページ会員限定サイトへの情報掲載と発信を増やした。
・3.11以降農林水産省等からの情報の増加と共に会員限定サイトへの
　情報掲載と発信を進め、結果として会員のアクセス数が増加した。

３、セミナー・勉強会・研修に関する活動について
（１）セミナー　平成２３年１１月２９日（火）
　　　品川プリンスホテル　メインタワー宴会場　パール（26F）
　　　参加者：９６名
　　　　・講　演
　    　 　1. 麺と私とあれこれ　　 　　　　　　　　　　　　　　 
　     　　　　講師　タレント、俳優、ＤＪ　エド山口 氏
 　　　　　2. 世界の構造変化と3．11後の日本 ― 食料・エネルギー問題への視界
　     　　　　講師　日本総合研究所理事長、三井物産戦略研究所会長、多摩大学学長
早稲田大学名誉博士　寺島実郎 氏
（２）勉強会　平成２４年１月２６日(木) 
神戸国際会館　805号会議室
　　 参加者：５０名（募集定員３０名）
　　    ・講　演
1. 食品の安全・安心の構築の土台‐食品衛生７Ｓ　　　　 
『整理・整頓・清掃・洗浄・殺菌・躾・清潔』
　     　　   講師　株式会社角野品質管理研究所 代表取締役　角野 久史　氏
2.  麺類製品への微生物汚染とその対応 　　　　　　　　　
　     　　   講師　アース環境サービス株式会社　学術技術部　学術担当　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学博士　八木　崇 氏
3.　麺製造におけるアレルゲンの管理について　　　　 　
　　　　　   講師　一般社団法人　日本冷凍めん協会　専務理事　　那須 保信
（３）海外研修　平成２４年２月２０日～２６日
　　　ベトナム・タイ国
　　　参加者：２２名
　　　ベダン社（ベトナム：タピオカ澱粉工場、グルタミンソーダ生産工場）
　　　エースコックベトナム（ベトナム：即席めん工場）
　　　サイアムヤマモリ（タイ：タイカレー等レトルト、調味料工場）
　　　ＳＱＳ（タイ：タピオカ澱粉工場）
　　　その他、二カ国のスーパー、市場、日本食材の店、コンビニエンス等
　　　を視察し、視察先各社、また、参加者の懇親を深め、多くの知見を得た。
　　　

Ⅳ．広報活動等に関する事業について

１、イベント
（１）「冷凍めんの日」イベント　INファーマーズマーケット
　　　　①平成２３年１０月８日（土）～９日（日）１０時～１６時
　　　　②青山ファーマーズマーケット＠UNO　国連大学広場
　　　　③ポスター掲載、チラシ、冊子配布、メディアへの発信等を実施
　　　　④２日間20000人の来場者に対し、２メニュー2960食を提供
　　　　＊昨年同様、東京・国連大学広場でのファーマーズマーケットに参加し、冷凍
めんの試食を実施、両日ともに晴天で多くの方に新作メニューを提供できた。
これに合わせ、プレゼント企画も実施、冷凍めんのＲＭＫ２枚を貼っての応募
で７２７名様の応募があり１００名の方にファーマーズマーケットのこだわ
り野菜セットをプレゼントした。また、この応募数に対し、日本赤十字社に義
援金を送った。
多くのＷＥＢサイト等に取り上げられ、一定の広報活動の成果を、また、
このイベント前後の月の協会ホームページへのアクセス数は大幅に増加し、
冷凍めん協会、ＲＭＫマークの認知度を上げることが出来た。
　　（２）チーズフェスタ
　　　　①平成２３年１１月１１日(金)～１２日(土)１１時～２０時
　　　　②ベルサーユ原宿
　　　　③冊子７００冊強、チラシ２０００枚配布
　　　　④２日間３０７４名来場、２メニュー７７０食を提供
　　　　＊チーズ普及協議会とのコラボ事業として、メディア露出度の高い、異業種
　　　　　のイベントへ参加させて頂くことで広報活動を拡大することが出来た。

２、冊子作成
　　　①協会の取り組みの紹介と会員への支援の一環として作成
　　　②２００００部を印刷、会員へ１６０００部配布、イベントで１３００部配布
　　　　２７００部残
　　　
３、レシピ開発とレシピコンテスト
　　　＊今年度は管理栄養士さんの認知度を上げる目的と健康等のイメージ作りから
　　　　管理栄養士さんたちの利用するサイト運営企業でレシピ開発を実施。
　　　＊出来上がったメニュー写真等今後会員様が使用出来るようなものにした。
　　　①業務用レシピ６品目、家庭用４品目を開発、ホームページに掲載すると共に
　　　　イベントで使用。
　　　②「そばとチーズ」テーマに管理栄養士の方からレシピを８０強提案を受け
１０品を入選作としてホームページに掲載、イベントに使用。
　　
４、高校生小論文コンテスト
　　◎文部科学省の後援を受け、高校生の学力向上の一翼を担う目的で行われている「第
　　　１１回インターネットによる高校生小論文コンテスト」毎日新聞主催に協賛。
（１）開催期間２０１１年４月２日～８月２０日
（２）協賛には学校法人が多い中、日本冷凍めん協会は異色の存在である
（３）週刊誌「サンデー毎日」、毎日新聞社情報サイト「毎日．ｊｐ」への
メディア露出度が高く、冷凍めん及び協会の存在をアピール出来た。
（４）社会貢献の一翼も担えた。

　５、年明けうどん広告の掲載
　　　（１）朝日新聞、毎日新聞の東京版夕刊に全国製麺組合連合会と協賛で年末
1日広告の掲載を行った。

Ⅴ．市場規模および平成２３年生産食数の公式発表について
　　　平成２２年度まで行ってきた、前年度数値にＲＭＫマーク申告数の進捗率を使用しての推定方式から、平成２３年度は調査方式に切り替え、協会会員、一部協会外企業にも協力頂き、平成２２年、２３年の暦年の生産食数を基に公式発表した。それと伴にＲＭＫマークの進捗も公表した。
　　　なお、本資料は農林水産省をはじめ報道関係の一般紙新聞社、食品産業界の新聞および雑誌に配布した。

１、市場規模（日本冷凍めん協会調査）及びＲＭＫ申告数
　　　（１）生産食数（暦年）　　　　　　
	
	業務用（万食）
	市販用（万食）
	合計（万食）
	前年進捗率

	２０１０年
	88666.2
	51787.4
	140453.6
	

	２０１１年
	89416.3
	52563.1
	141979.4
	1.0109



　　　（２）ＲＭＫ申告数（暦年）
	
	業務用（万食）
	市販用（万食）
	合計（万食）
	前年進捗率

	２００９年
	48724.1
	35299.4
	84023.5
	

	２０１０年
	54771.4
	46934.5
	101705.9
	1.2104

	２０１１年
	59325.2
	49892.4
	109217.6
	1.0739
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５、剰余金処分案

（１）　当期未処分剰余金　　　　　　 　　　１８,３６２,１５３円
　　　　　　　当期利益　　　　　　－５,３９９,１０９円
　　　　　 前期繰越剰余金　　　２３,７６１,２６２円

（２）当期処分額
　　損失準備金　　　　　　　　　　　　　０円

（３）次期繰越剰余金　　　　　　　　   　　１８,３６２,1５３円

　　　平成２４年５月２３日

一般社団法人　日本冷凍めん協会
代表理事　　　木　下　紀　夫　　　
副会長　　　　木　林　靖　治　　　
副会長　　　　安　田　征　伍　　　
副会長　　　　山　田　良　一　　　
副会長　　　　左　山　　実　　　　
副会長　　　　大　澤　吉　男　　　
　　　　専務理事　　　那　須　保　信　　　
理　事　　　　月　崎　　暁　　　　
　　　　理　事　　　　近　藤　英　次　　
理　事　　　　西　山　隆　司　　
理　事　　　　友　政　　克　己
理　事　　　　野　口　和　孝　　
理事・相談役　新　倉　英　隆　　
理事・相談役　米　澤　　實　　　
　　　　監事　　　　　宮　田　　一　正　
　　

　　








監　査　意　見　書

　　平成２４年５月２３日会長から提出された平成２３年度事業報告書、財産目録、

貸借対照表、正味財産増減計算書（損益計算書）および剰余金処分案の各項目に

ついて監査を実施した

ところ、その内容は適正、適法なものと認めます。

平成２４年５月２３日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人日本冷凍めん協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　事　　　宮田　一正　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




















第３号議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平 成 ２４ 年 度 事 業 計 画

　平成２３年３月１１日の東日本大震災により、多くの犠牲者、壊滅的な被害が出ました。更に福島第一原子力発電所の甚大な被害により放射能漏れが起こり、近県への放射性物質の拡散により、農作物等からの食品への汚染が起こり、食品中の放射能の暫定基準が、より厳しい新基準へと変えられました。流通やメーカーはそれを確実にクリヤーする為、更に厳しい自主基準を設けている企業もあり、風評被害への対応等含め、今後ますます、食の安全への要求は高まる一方であります。
　また、全国の原子力発電所の安全性の問題が疑問視され、点検休止中の原子炉の再稼動が出来ず、今夏も電力不足が懸念されます。更に被災地の復興には、まだまだ、長い時間が必要な状況であります。
世界情勢もギリシャの金融危機に端を発した、ユーロ圏の信用不安からの世界的な不況、イラン危機からの原油の高騰と産業界は厳しい状況に置かれています。
食品業界においては、安全な原材料、使用水の確保、資材の調達、夏場に向けた節電要求、デフレ等々、目の前に多くの問題が山積しています。
当業界としては、国内のみならず、発展を続けるアジア圏も市場と捉え、国内外の食に対する厳しい目に、確かな「食品の安全・安心」を推進していかなくてはなりません。
　日本冷凍めん協会では、平成２１年度に設けた新しい基準を、今年度よりＲＭＫ認定制度の工場施設衛生検査で本格稼働させます。且つ、更なる安全追求のため、その基準の進化を検討していきます。会員支援のための勉強会、セミナー、海外研修を実施して食のあるべき姿を追求して行きます。
　広報活動では再開３年目に入り、ホームページを基軸にポイントとなるイベントと各施策を連動させ、ＲＭＫマーク付き冷凍めんの認知向上と価値訴求及び会員各社の支援を行っていきます。
以上の認識のもと、当協会は、下記の基本方針に則し今年度の事業を計画し、施策を実施し、業界の発展を推進いたします。

Ⅰ．平成２４年度基本方針
１．RMK認定工場への新基準導入をしっかり進める。
　　　・ＲＭＫ認定制度に基づく新基準で施設衛生検査を実施
・平成24年度は勉強会、検証検査で支援を実施
・新基準へアレルゲン管理、フードディフェンス等を加える検討に入る
２．生活者及び取り扱い業者にＲＭＫマーク付き冷凍めんの認知向上と価値訴求を図ると共に協会の取り組みをアピールする。
　　会員様には活動方針を理解して頂くと共に協会の取り組みをアピールする。
◎ＲＭＫマーク付き冷凍めんの認知向上と価値訴求の為に、会員様に負担をかけない首尾一貫した偏りのないプロモーションを実施する。
・情報発信源の中心をホームページとする。
・キーイベントを「冷凍めんの日」と「年明けうどん」とする。
・業務用の施策、首都圏以外の施策を充実し、偏りをなくす。

Ⅱ．平成２４年度の基本方針に基づく具体的な施策
１、RMKマーク認定制度に基づく活動および支援活動
　　（１）ＲＭＫ認定工場の施設衛生検査
・平成２１年度技術委員会で決定した新基準での認定作業を本格稼働させる。不適合又はそれに準じた結果の場合、年度内に再度、工場検査を実施する。２回目工場検査で不適合の結果の場合、ＲＭＫの認定取り消しとする。
　　（２）製品一斉検査及びその他衛生管理に関する検査、指導
・夏季、冬季の2回、ＲＭＫ認定の為、製品の衛生度等の確認検査を実施する。
　　　・ＲＭＫ認定工場へアレルゲン管理や衛生管理の為の検証検査等の支援を実施。
　　（３）品質保証の為の工場実務者向け勉強会を東京、神戸と交互に年３回実施
・第２回東京（4/26）、第３回神戸（9/19）、第４回東京（1月予定）
　　（４）会員企業向けセミナー、海外研修会の企画
　　　・日本冷凍めん協会主催の全会員企業向けセミナー、海外研修会の企画を通じて、
　　　　会員企業各社の意識向上を図る。
　　２、RMKマーク付き冷凍めんの認知向上と価値訴求及び協会の取り組み訴求
　　（１）ホームページ（ＨＰ）の改善
　　　・一般サイトと会員サイトの管理及び利用度をあげる為、システム変更を実施
　　　・ＨＰアクセス数を上げる為、更新作業、会員向け支援ツールを増す
　　　・会員様へこの改善内容と利用の情報発信を行うと共に情報発信先の増加を図る
　　（２）イベントの開催
　　　・「冷凍めんの日」「チーズフェスタ」「年明けうどん」と連携したイベント運営
すると共に、それを推進するＨＰ上でのプレゼント企画を年度内３回実施
　　　・「冷凍めんの日」イベントは神戸で開催
　　　・業務用レシピ発表を兼ね、業界紙等への協会取り組みの発表会を実施
　　（３）レシピ開発（管理栄養士とのタイアップ開発）
　　　・業務用を中心とした新メニューの開発１０品
　　　・季節感を出す為、季節食材等使用しての現行メニューのリニューアル１２品
　　　・前年度と同様に会員が利用できる解像度アップした写真のメニュー掲載
（４）年明けうどんの広告掲載
　　　・朝日新聞、毎日新聞全国紙朝刊で１２月末に掲載
　　　・ＲＭＫマーク認知度向上を図る為、マークを入れた広告とする。
　　（５）市場規模調査を実施する。
　　　・前年度開始した調査会社を起用しての生産食数調査を継続実施する。
　　 (６)協会３０周年の計画立案
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別紙
広報活動費支出予算明細

	　
	項目
	内容
	予算
	備考

	1
	10/10冷凍めんの日費用
	①イベント費用（平成２４年１０月開催）
	3,500,000 
	・冷凍めんの日IN神戸

	2
	　3回のプレゼント企画
	②ＨＰでのＲＭＫマークを使ってのプレゼント企画
	1,000,000 
	・ポスター、プレゼント企画等作成及び配布

	3
	　東北支援：集金袋の東北の小中学校への無料配布
	ＲＭＫマーク、冷凍めん協会広告を裏に印刷
	2,300,000 
	・１20850枚/426校

	4
	ホームページのシステム改善
	ＤＢ化及び一般サイト、会員サイトの管理効率化
	2,000,000 
	・情報発信源として整備を行う。

	5
	ホームページ維持管理
	トップページの交換頻度増、ニュース増、会員への支援ツール作成、情報発信増。
	3,450,000 
	・今までの維持管理に加え、新しい情報を今まで以上に発信していく。

	6
	レシピ開発
	管理栄養士による新メニュー開発、季節メニューのリニューアル、発表会等広報企画費
	3,240,000 
	・ＨＰ上で会員様が利用できるレシピ、発表会含めた広報活動

	7
	「年明けうどん」新聞広告
	朝日、毎日新聞全国紙への広告
	2,500,000 
	・ＲＭＫマーク訴求、冷凍めん協会単独での掲載

	8
	チーズフェスタ費用
	イベントでのステージでの広報活動、内容の企画作成、講演
	500,000 
	・チーズ普及協議会11/11チーズフェスタへの参加

	9
	業界紙への広告掲載等
	業界紙・関係団体誌への広告等掲載
	2,600,000 
	・業界紙１０社及び関係団体誌への広告、暑中・年始挨拶等掲載費

	10
	全麺連等広報活動・その他
	全麺連関連の協賛広告、共同企画等
	1,500,000 
	・全麺通信、全麺大会、その他セミナー、年明けうどんHP管理費等

	11
	市場規模調査（調査研究費）
	前年より始めた会員企業及び会員外企業
	（1,000,000）
	調査会社を使っての生産量調査

	
	
	
	
	

	　
	　
	合計
	22,590,000 
	　






第５号議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役員改選の件　
　　１．改選理由
　　　　任期満了に伴う役員改選

　　２．役員候補者名(役職含む)　
　　　
会長（代表理事）
木下紀夫　（きのした　のりお）
（シマダヤ株式会社代表取締役社長）
副会長・会長代行・情報委員長
山田良一　（やまだ　りょういち）
（テーブルマーク株式会社取締役会長）
（新）副会長
前場敏男　（ぜんば　としお）
（全国製麺協同組合連合会会長）
（新）副会長・技術委員長
片岡　晃　（かたおか　あきら）
（株式会社キンレイ　食品事業カンパニーＣＥＯ）
(新)　副会長・情報副委員長
花房宏昌　（はなふさ　ひろまさ）
（日清製粉株式会社常務取締役）
（新）副会長
染澤三雄　（そめざわ　みつお）　
（日本製粉株式会社取締役常務執行役員
製粉カンパニーバイスプレジデント製粉営業部長）
専務理事
那須保信　（なす　やすのぶ）
（シマダヤ株式会社人事・総務部所属）
理事・会計担当
近藤英次　（こんどう　えいじ）
（東洋水産株式会社常務取締役）
理事
友政克己（ともまさ　かつみ）
（日清食品冷凍株式会社代表取締役社長）
理事
西山隆司　（にしやま　たかし）
（西山製麺株式会社代表取締役社長）

（新）理事・技術副委員長・会計担当
田中康裕　（たなか　やすひろ）
（フレッシュ・フード・サービス株式会社代表取締役社長）
（新）理事
祢宜　博（ねぎ　ひろし）
（マ・マーマカロニ株式会社代表取締役社長に6/28就任）
理事・相談役
新倉英隆　（にいくら　ひでたか）
（オリエンタル酵母工業株式会社顧問）
理事・相談役
安田征伍　（やすだ　ゆきかず）
（株式会社安田製麺所取締役会長）


第６号議案
監事改選

１．改選理由
　　　　任期満了に伴う改選

　　２．監事候補者名

監事　　　　　　
宮田一正（みやた　かずまさ）
（日本リッチ株式会社代表取締役社長）
（新）監事
伊左治　重之（いさじ　しげゆき）
　　　　　　　　　　　　（伊左治税理士事務所所長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


理事１５名、監事２名
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		第２号議案 ダイ ゴウ ギアン

								平成２３年度決算報告書 ヘイセイ ネンド ケッサン ホウコクショ



				１、財産目録 ザイサン モクロク										　　　　平成２４年３月３１日現在 ヘイセイ ネン ガツ ニチゲンザイ

								　　　　　　　　　資　　産　　の　　部 シ サン ブ

				科　　　　目 カ メ				摘　　　　　要 テキ ヨウ										金　　　　　額 キン ガク

		１・		現金 ゲンキン				手許在高 テモト ザイ ダカ										115,426

		２・		普通預金 フツウ ヨキン				三菱東京UFJ銀行本所中央支店No.０７５２２８５ ミツビシ ギンコウ ホンジョ チュウオウ シテン										9,726,254

		３・		普通預金 フツウ ヨキン				三菱東京UFJ銀行錦糸町支店No.０７００１６５ ミツビシ ギンコウ キンシチョウ シテン										3,002,157

		４・		売掛金 ウリカケ キン				冷凍めんRMK認定数量（平成２４年１月ー３月分) レイトウ ニンテイ スウリョウ ヘイセイ ネン ツキ ツキ ブン										14,667,865

		５・		未収入金 ミシュウ ニュウキン				Ａ会員会費１社、中間納税還付分 カイイン カイヒ シャ チュウカン ノウ ゼイ カンプ ブン										3,289,900

		６・		商標権 ショウヒョウケン				”冷凍めんの日”商標登録料 レイトウ ヒ ショウヒョウ トウロク リョウ										772,581

				合計 ゴウケイ														31,574,183



								　　　　　　　負　　債　　の　　部 フ サイ ブ

				科　　　目 カ メ				摘　　　　　要 テキ ヨウ										金　　　　　額 キン ガク

		１・		預り金 アズカ キン				源泉所得税 ゲンセン ショトクゼイ										9,600

		２・		未払金 ミハラ キン				Ｈ23年度支払い費用等 ネンド シハラ ヒヨウトウ										3,329,430

		３・		３０周年引当金 シュウネン ヒキアテ キン				３０周年準備金 シュウネン ジュンビキン										5,000,000

		４・		役員退職給与引当金 ヤクイン タイショク キュウヨ ヒキアテ キン				役員退職給与引当金（年度末に６５万計上） ヤクイン タイショク キュウヨ ヒキアテ キン ネンドマツ マン ケイジョウ										1,300,000

				負債合計 フサイ ゴウケイ														9,639,030

								差　　引　　正　　味　　財　　産 サ イン セイ アジ ザイ サン										21,935,153

				２、貸　借　対　照　表										　　　　平成２３年３月３１日現在 ヘイセイ ネン ツキ ヒ ゲンザイ

				　　　　資　産　の　部 シ サン ブ										　　　　　　　　負　　債・資　　本　　の　　部 フ サイ シ ホン ブ

				科　　目 カ メ				金　　額 キン ガク						科　　目 カ メ				金　　額 キン ガク

		１・		現金				115,426				1・		預り金 アズカ キン				9,600

		２・		普通預金				9,726,254				2・		未払金 ミハラ キン				3,329,430

		３・		普通預金				3,002,157				３・		役員退職給与引当金				1,300,000

		４・		売掛金				14,667,865				４・		３０周年引当金 シュウネン ヒキアテ キン				5,000,000

		５・		未収入金				3,289,900				５・		基金				3,000,000

		６・		商標権 ショウヒョウケン				772,581				６・		損失てん補準備金				573,000

												７・当期未処分剰余金 トウキ ミショブン ジョウヨキン						18,362,153

														（内当期利益金） ウチ トウキ リエキ キン				△ 5,399,109

														（前期繰越剰余金） ゼンキ クリコシ ジョウヨ キン				23,761,262



				合計 ゴウケイ				31,574,183						合計 ゴウケイ				31,574,183
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一般社団法人日本冷凍めん協会

（単位　：　円）

　事　　業　　収　　入　　の　　部

会 費 収 入 8,910,000

認 定 マ ー ク 料 54,515,386

入 会 金 150,000



事 業 収 入 合計 63,575,386

　事　　業　　費　　用　　の　　部

検 査 関 係 費 12,747,905

広 報 活 動 費 21,680,390

研 修 会 関 係 費 3,519,570

調 査 研 究 費 1,910,000

役 員 報 酬 7,800,000

福 利 厚 生 費 301,815

顧 問 料 報 酬 384,000

役 員 退 職 引 当 金 650,000

団 体 会 費 1,710,000

旅 費 交 通 費 924,115

事 務 委 託 費 5,030,582

賃 借 料 960,000

通 信 費 878,294

会 議 費 2,853,573

事 務 用 品 費 128,309

交 際 費 14,286

新 聞 図 書 費 185,600

事 務 所 修 繕 費 2,344,337

商 標 権 償 却 費 13,094

震 災 寄 付 金 7,270

３ ０ 周 年 準 備 金 5,000,000



事 業 費 用 合計 69,043,140



当期事業増減額 △ 5,467,754

　事　　業　　外　　収　　益

受 取 利 息 4,400

雑 収 入 100,119



事業外収益合計 104,519

法人税、住民税及び事業税

35,874                       



当期事業外増減額 68,645

当期一般正味財産増減額 △ 5,399,109

23,761,262

18,362,153

正味財産期末残高 18,362,153

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

正味財産増減計算書(損益計算書）

自  平成23年4月  1日

至  平成24年3月31日

科　　目 金　　額
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				正味財産増減計算書(損益計算書） ショウミ ザイサン ゾウゲン ケイサンショ ソンエキ ケイサンショ

				自  平成23年4月  1日 ジ ヘイセイ ネン ガツ ヒ

				至  平成24年3月31日 イタル ヘイセイ ネン ガツ ヒ

				一般社団法人日本冷凍めん協会						（単位　：　円） タンイ エン

				科　　目 カ メ				金　　額 キン ガク

				　事　　業　　収　　入　　の　　部 コト ギョウ オサム ハイ ブ

						会費収入 カイヒ シュウニュウ		8,910,000

						認定マーク料 ニンテイ リョウ		54,515,386

						入会金		150,000

						　事業収入合計 ジギョウ シュウニュウ ゴウケイ				63,575,386

				　事　　業　　費　　用　　の　　部 コト ギョウ ヒ ヨウ ブ

						検査関係費 ケンサ カンケイ ヒ		12,747,905

						広報活動費 コウホウ カツドウ ヒ		21,680,390

						研修会関係費 ケンシュウ カイ カンケイヒ		3,519,570

						調査研究費 チョウサ ケンキュウヒ		1,910,000

						役員報酬 ヤクイン ホウシュウ		7,800,000

						福利厚生費 フクリ コウセイヒ		301,815

						顧問料報酬 コモン リョウ ホウシュウ		384,000

						役員退職引当金 ヤクイン タイショク ヒキアテ キン		650,000

						団体会費 ダンタイ カイヒ		1,710,000

						旅費交通費 リョヒ コウツウヒ		924,115

						事務委託費 ジム イタク ヒ		5,030,582

						賃借料 チンシャク リョウ		960,000

						通信費 ツウシンヒ		878,294

						会議費 カイギヒ		2,853,573

						事務用品費 ジム ヨウヒン ヒ		128,309

						交際費 コウサイ ヒ		14,286

						新聞図書費 シンブン トショヒ		185,600

						事務所修繕費 ジム ショ シュウゼンヒ		2,344,337

						商標権償却費 ショウヒョウケン ショウキャクヒ		13,094

						震災寄付金 シンサイ キフキン		7,270

						３０周年準備金 シュウネン ジュンビキン		5,000,000

						　事業費用合計 ジギョウ ヒヨウ ゴウケイ				69,043,140

						　当期事業増減額 トウキ ジギョウ ゾウゲンガク				△ 5,467,754

				　事　　業　　外　　収　　益 コト ギョウ ガイ オサム エキ

						受取利息 ウケトリ リソク		4,400

						雑収入 ザッシュウニュウ		100,119

						　事業外収益合計 ジギョウ ガイ オサム エキ ゴウケイ		104,519

						法人税、住民税及び事業税 ホウジンゼイ ジュウミンゼイ オヨ ジギョウゼイ		35,874

						　当期事業外増減額 トウキ ジギョウ ガイ ゾウゲンガク				68,645

				当期一般正味財産増減額 トウ キ イチ ハン セイ アジ ザイサン ゾウゲンガク						△ 5,399,109

				一般正味財産期首残高 イッパン ショウミ ザイサン キシュ ザンダカ						23,761,262

				一般正味財産期末残高 イッパン ショウミ ザイサン キマツ ザンダカ						18,362,153

				正味財産期末残高 ショウミ ザイサン キマツ ザンダカ						18,362,153
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　　第４号議案

平成24年度収支予算

自平成２４年４月　１日

至平成２５年３月３１日

（単位　：　円）

金額 金額

1・ 検 査 関 係 費 13,940,000 1・ 会 費 収 入 8,810,000

2・ 広 報 活 動 費 22,590,000 2・ 認 定 マ ー ク 料 54,500,000

3・ 研 修 会 関 係 費 5,500,000 3・ 入 会 金 0

4・ 調 査 研 究 費 1,000,000 4・ 受 取 利 息 4,000

5・ 役 員 報 酬 7,800,000 5・ 雑 収 入 100,000

6・ 福 利 厚 生 費 370,000 （ 収 入 合 計 ） 63,414,000

7・ 顧 問 料 報 酬 384,000 前 期 繰 越 金 18,362,153

8・ 役 員 退 職 引 当 金 650,000

9・ 団 体 会 費 1,710,000

10・旅 費 交 通 費 1,600,000

11・事 務 委 託 費 5,100,000

12・賃 借 料 960,000

13・通 信 費 450,000

14・会 議 費 3,150,000

15・事 務 用 品 費 800,000

16・交 際 費 100,000

17・新 聞 図 書 費 185,000

18・事 務 所 修 繕 費 0

19・商 標 権 償 却 費 78,564

20・租 税 公 課 35,000

21・３ ０ 周 年 準 備 金 0

22・予備費（次期繰越金） 15,373,589

81,776,153

81,776,153

合計 合計

支出の部

収入の部

科目 科目
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				　　第４号議案 ダイ ゴウ ギアン



						平成24年度収支予算 ヘイセイ ネンド シュウシ ヨサン

										自平成２４年４月　１日 ジ ヘイセイ ネン ツキ ヒ

										至平成２５年３月３１日 イタル ヘイセイ ネン ツキ ヒ



												（単位　：　円） タンイ エン

		支出の部 シシュツ ブ						収入の部 シュウニュウ ブ

		科目 カモク				金額 キンガク		科目 カモク				金額 キンガク

		1・		検査関係費 ケンサ カンケイ ヒ		13,940,000		1・		会費収入 カイヒ シュウニュウ		8,810,000

		2・		広報活動費 コウホウ カツドウ ヒ		22,590,000		2・		認定マーク料 ニンテイ リョウ		54,500,000

		3・		研修会関係費 ケンシュウ カイ カンケイヒ		5,500,000		3・		入会金		0

		4・		調査研究費 チョウサ ケンキュウヒ		1,000,000		4・		受取利息 ウケトリ リソク		4,000

		5・		役員報酬 ヤクイン ホウシュウ		7,800,000		5・		雑収入 ザッシュウニュウ		100,000

		6・		福利厚生費 フクリ コウセイヒ		370,000				（収入合計） シュウニュウ ゴウケイ		63,414,000

		7・		顧問料報酬 コモン リョウ ホウシュウ		384,000				前期繰越金 ゼンキ クリコシ キン		18,362,153

		8・		役員退職引当金 ヤクイン タイショク ヒキアテ キン		650,000

		9・		団体会費 ダンタイ カイヒ		1,710,000

		10・		旅費交通費 リョヒ コウツウヒ		1,600,000

		11・		事務委託費 ジム イタク ヒ		5,100,000

		12・		賃借料 チンシャク リョウ		960,000

		13・		通信費 ツウシンヒ		450,000

		14・		会議費 カイギヒ		3,150,000

		15・		事務用品費 ジム ヨウヒン ヒ		800,000

		16・		交際費 コウサイ ヒ		100,000

		17・		新聞図書費 シンブン トショヒ		185,000

		18・		事務所修繕費 ジム ショ シュウゼンヒ		0

		19・		商標権償却費 ショウヒョウケン ショウキャクヒ		78,564

		20・		租税公課 ソゼイ コウカ		35,000

		21・		３０周年準備金 シュウネン ジュンビキン		0

		22・		予備費（次期繰越金） ヨビヒ ジキ クリコシ キン		15,373,589

		合計 ゴウケイ				81,776,153		合計 ゴウケイ				81,776,153
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第２号議案

平成２３年度決算報告書

１、財産目録 　　　　平成２４年３月３１日現在

　　　　　　　　　資　　産　　の　　部

科　　　　目 摘　　　　　要 金　　　　　額

１・現 金 手許在高

115,426

２・普 通 預 金 三菱東京UFJ銀行本所中央支店No.０７５２２８５

9,726,254

３・普 通 預 金 三菱東京UFJ銀行錦糸町支店No.０７００１６５

3,002,157

４・売 掛 金 冷凍めんRMK認定数量（平成２４年１月ー３月分)

14,667,865

５・未 収 入 金 Ａ会員会費１社、中間納税還付分

3,289,900

６・商 標 権 ”冷凍めんの日”商標登録料

772,581

合計

31,574,183

　　　　　　　負　　債　　の　　部

科　　　目 摘　　　　　要

金　　　　　額

１・預 り 金 源泉所得税

9,600

２・未 払 金 Ｈ23年度支払い費用等

3,329,430

３・３ ０ 周 年 引 当金 ３０周年準備金

5,000,000

４・役員退職給与引当金 役員退職給与引当金（年度末に６５万計上）

1,300,000

負債合計

9,639,030

差　　引　　正　　味　　財　　産

21,935,153

２、貸　借　対　照　表 　　　　平成２３年３月３１日現在

　　　　資　産　の　部 　　　　　　　　負　　債・資　　本　　の　　部

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

１・現 金

115,426

1・預 り 金

9,600

２・普 通 預 金

9,726,254

2・未 払 金

3,329,430

３・普 通 預 金

3,002,157

３・役員退職給与引当金

1,300,000

４・売 掛 金

14,667,865

４・ ３０周年引当金

5,000,000

５・未 収 入 金

3,289,900

５・ 基 金

3,000,000

６・商 標 権

772,581

６・ 損失てん補準備金

573,000

７・当期未処分剰余金

18,362,153

（内当期利益金）

△ 5,399,109

（前期繰越剰余金）

23,761,262

合 計

31,574,183

合 計

31,574,183


